
平和を希求する心を育てる取組 

 

報告年月日   平成３０年１０月２２日     

都市名・国   東京都台東区          

 

取組の名称 台東区平和祈念事業 中学生広島派遣 

実施主体 
（該当項目に✔） 

□学校 ☑自治体 □ＮＧＯ □複合（               ） 

テーマ・目的 
戦争の悲惨さや平和の尊さを学ぶ機会とし、恒久平和への意識を育み伝えて

いくことを目的として実施 

対象者 
（年齢･学年、人数等） 

区立中学校１年生 ７名 （区立７校の中学校から代表１名ずつ） 

実施場所 広島市 

実施期間 
平成３０年８月５日～平成３０年８月７日（３日間） 
※平成２９年度から実施しており、平成２９年度も８月５日～７日で実施。次年度

以降も、毎年同日程で派遣の予定。 

取組の概要（授業、イベントはプログラムの次第を、その他（例：コンテスト等）はそのプロ

セスを、具体的に記入してください。） 

① 広島市派遣にあたっての事前学習会（７月上旬） 

中学生同士の顔合わせ・当日の行程等説明・広島に関する座学・東京大空襲体験者との座談

会 

② 広島市派遣（８月５日～７日） 

中高生ピースクラブ事業参加・資料館等見学・平和記念式典参列・折鶴奉納・献花・とうろ

う流し参加・被爆体験者講話 等 

③ 広島市派遣を終えての事後学習会（８月下旬・１１月中旬の２回） 

派遣された中学生が報告書の作成を行ったうえで、派遣時の感想等を学習会で発表 

学校内で広島派遣についての発表を行ったうえで、その発表の様子や全体の感想を発表 

参加者の反応 

派遣生徒から「一人一人が原爆や戦争の事を知り、悲惨な出来事を忘れないようにすることが

核兵器や戦争のない世界に向けて大切だと思う。」「広島で学んだ事をたくさんの人に伝えていき

たい。」といったこれからの平和に向けての想いについて報告があった。 

成果 

派遣後に、派遣生徒からの学内報告会や派遣報告書の冊子を作成することで、派遣中学生以外

にも平和を学ぶ機会を提供することができていると考える。 

課題 

新たな派遣先や派遣人数を増やすといった充実策の実施にあたり、中学校教諭の負担等を考慮

しながら、慎重に検討している。 

取組で使用した素材について（図書、映像、パワーポイントなど。内容をわかりやすく簡潔に記入し

てください。） 

 広島派遣後に図書「中学生広島派遣報告書」を作成 

上記素材の共有の可否（取組で使用した素材を、平和首長会議の WEB サイトに掲載し、他都市と共

有することに、著作権その他の問題がないか、次からお選び下さい。） 

共有の可否については応相談 

※ 画像等の資料がある場合は別ファイルで提出してください。 


